
若葉台団地の特徴 
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横浜市は、国家プロジェクト「SDGs 未来都市」の選定を平成 30 年６⽉に受け、環境を軸に経済
や⽂化・芸術による新たな価値・賑わいの創造を⽬指しており、若葉台団地は「住みたい、住み続け
たいと思える郊外部」として実施計画に位置付けられています。 

また、横浜市旭区は、「Transforming our World（我々の世界を変⾰する）未来に挑戦するあさひ」
をスローガンに掲げ、地域が様々なパートナーと連携するチャレンジにより、郊外部モデルの実現を
⽬指しています。若葉台団地では、平成 30 年４⽉に公⺠連携の総合窓⼝「SDGs 若葉台フロント」
を⽴ち上げ、新たに企業や⼤学が参画する多様なパートナーシップにより地域の課題解決を推進して
います。 

 

旭区 HP: https://www.city.yokohama.lg.jp/asahi/shokai/SDGs/asahi-x-sdgs.html 

若葉台団地は、全地区を４つの近隣住区とし、極⼒中⼼部に集中させたワン・センター配置とする
ことで、歩⾏者と⾞の動線を⽴体的に分離させています。また、斜⾯緑地の保全や⾃然環境との結節
点に広場を設けるなど、⾃然地形を⽣かした住棟配置としています。三保市⺠の森などの森林や農地
に囲まれ、⾃然の恩恵を受けて気温が下がり夏は、横浜市内で最も涼しい地域の⼀つとなっています。

１ 未来に向けたまちづくりへのチャレンジ 

２ ⾼層住宅団地開発による⼈と⾃然の調和の取れた豊かな住みよいまち 

オンデマンド
バス実証実験

(⼀財)若葉台まちづくりセンターが主体となり、ヨコハマ
SDGs デザインセンターと連携し、MONET Technologies㈱
の配⾞プラットフォームを活⽤したオンデマンドバスの導⼊
に向けた取組を進⾏中。 

IoT で再配達解
消の宅配シス
テム実証実験

I･TOP 横浜の⼀環で市と京セラが協働し、宅配ボックスの利
⽤状況をリアルタイムで確認でき再配達率を低減。宅配ボッ
クスメーカーの⽩⼭機⼯や佐川急便、⽇本郵便が参画。

ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾊﾞｽ実証実験を計 4 回実施

＜若葉台団地の概要＞ 
所在地・⾯積 横浜市旭区若葉台⼀丁⽬〜若葉台四丁⽬/約 89.6ha 
開発時期 昭和 54（1979）年⼊居開始（2019 年で⼊居 40 周年） 
⼈⼝・⾼齢化率 14,038 ⼈（2019.3 時点）/49.4％（2019.3 時点） 
⼾数 14 階を中⼼とした 75 棟の中⾼層住宅団地 

＜分譲 5,186 ⼾（多様な間取り）/賃貸 790 ⼾（バリアフリー化）⾼齢者住宅 326 ⼾＞ 
設置者 神奈川県住宅供給公社 

管理・運営 
(⼀財)若葉台まちづくりセンター 
(マンション・駐⾞場管理、商店街運営管理、不動産売買・賃貸仲介、住宅リフォーム、⽣活⽀援サ
ービス等）

管理組合 100 年マンションプロジェクトによる攻めの管理
駅へのアクセス 神奈中バス鶴ヶ峰駅⾏ 23 分/市営バス⼗⽇市場駅⾏ 13 分 
その他 アンケートの回収率が 8 割以上/2025 年問題を⾒据えた旭区⼤規模団地再⽣モデル構築事業実施

/24 時間監視防災センター設置

＜若葉台団地配置図＞ 

若葉台の春

住⺠の⽣活を⽀える
ｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰわかば

若葉台団地の⽞関⼝
バスセンター

⽇向根公園側から
⾒た若葉台
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（１）豊かなライフスタイルを選択できる施設が充実したまち 
若葉台団地は、開発当時、予想されていた⽣活像（余暇時間の増⼤、労働時間の短縮）へ対応するた

め、レクリエーション施設が充実しているとともに、体育館や料理室、図書館などを備える⽂化施設
で、多種多様な講座やイベント、教室等を開催しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）⼦育て環境の充実 
若葉台団地は、開発前の地形と植栽が残されています。団地内には豊かな動植物や 10 の公園

（14.8ha）が整備されていることもあり、森の中のまちといえる環境があります。また、歩⾞分離を
⾏い、安全・快適に移動ができるよう計画されています。さらに、地域ぐるみで⼦育て環境を整えて
いくため、「住みやすく・⼦育てしやすい」まちづくり「横浜若葉台こどもみらいづくり宣⾔」をして
います。 

 
 
 
 
 

 

＜若葉台団地のスポーツ・⽂化施設＞ 

主な 
スポーツ
施設 

スポーツ施設約 10 箇所 
野球場：若葉台公園多⽬的広場、 
    ⽇向根公園野球場 
テニスコート：⽇向根テニスコート３⾯、 
       ⼤貫⾕テニスコート２⾯ 
プール：⼤貫⾕公園 
体育館：横浜わかば学園、若葉台中学校、

若葉台⼩学校、星槎中学⾼等学
校、クラブ施設（旧⻄中） 

スポーツジム：オアフクラブ 
⽂化施設 若葉台地区センター、若葉台カルチャー

スクール 

親⼦が集うそらまめ 
⾃然林の中は都会だと
いうことを忘れるほど 

コミュニティオフィス
春では⼦育てサロンを
開催 

⾃然林を⽣かしてつくら
れた若葉台公園 

⼤貫⾕公園プールには
たくさんの⼦供たちが
集まる 

テニスコートあり 

野球グランドでは元気な
⼦供たちの声が響き渡る 

＜活動団体＞ 
ス ポ ー
ツ・⽂化 

NPO 法⼈若葉台スポーツ・⽂化クラブ 
⇒年間利⽤者述べ約 19 万⼈ 

交通⽀援 
NPO 法⼈あさひ 
NPO 法⼈「いっぱい」若葉台事業所のこのこ
の会 

⼦育て 
⽀援 

若葉台⼦育てささえあい連絡会 
⇒年約 60 回イベントを開催 
⇒プレイパーク、育児⽀援イベント「わいわ

い広場」、⾒守り付きのキッズルーム「わか
さぽ」、多世代交流拠点「みんなあつまれ」 

コミュニティ・オフィス春 
⇒WEB マガジン「若葉だい家族」と⼦育て情

報誌「Haru からはじまる」の発⾏ 

その他 
NPO 法⼈若葉台 
⇒⼦育てや⾼齢者、障がい者など様々な分野

の 6 施設を運営 

＜年中⾏事・参加者数＞ 
4 ⽉ 桜まつり（約 500 ⼈） 
5 ⽉ 鯉のぼり＆みんな集まれ（約 500 ⼈） 
6 ⽉ ⾼齢者交流会（約 500 ⼈） 
7 ⽉ 夏祭り（約 35,000 ⼈） 

10 ⽉ ⼤運動会（約 1,300 ⼈） 
11 ⽉ ⽂化祭（約 5,200 ⼈） 
12 ⽉ キャンドルナイト（約 500 ⼈） 
1 ⽉ 正⽉マラソン⼤会・どんどん焼き（約 600 ⼈） 

 

（３）地域の活動・活動団体が盛んで⼦どもから⼤⼈まで毎年の思い出を共有できるまち 
若葉台団地ではイベントやお祭り、団体による活動が盛んに⾏われています。住⺠活動が盛んなことに

より住⺠の健康が維持され、⼈の繋がりやお出かけの機会の創出により⾼齢者が元気なまちを維持して
います。 

5 ⽉：みんなあつまれ 

1 ⽉：正⽉マラソン⼤会 4 ⽉：若葉台桜祭り 

12 ⽉：キャンドルナイト 

7 ⽉：夏まつり（花⽕⼤会） 
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【参考資料】まちに対する住⺠の声（横浜若葉台みらいづくりプラン抜粋） 
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地域、活動 交流、繋がり 子育て 自然

対象者 32歳女性
居住年数２年

35歳女性
居住年数３年

36歳男性
居住年数３年

38歳女性
居住年数３年

40歳女性
居住年数３年

五
感
で
感
じ
る
魅
力

木の緑や、花の色を
見て、季節の移ろい
を感じることができ
る。子供と散歩しな
がら、自然に触れる
事ができるので、良
い教育になっている
と思う。近所にこれだ
け自然とふれ合える
のはありがたい。

車が入ってこないの
で、子供と散歩が安
心してできる。その中
で色々な動植物を見
たりなき声をきいたり
して、実体験ができ
る。

子供みこしや暑気払
いで季節を感じられ
る。

緑が多く、くわがたや
かぶとむしなど珍し
い昆虫を捕まえるこ
とができ、子供たち
が喜んでいる。

-

心
で
感
じ
る
魅
力

桜がキレイ。夏祭りが
盛大で楽しい。車が
入ってこないので子
どもを安心してあそ
ばせることができる。
公園がたくさんあり遊
ぶ場所に困らない。

春のお花見。外でお
べんとうを食べたり、
みんなで遊んだり、
それがすごく楽し
い！

自治会はイベントが
多い。

春、夏、秋、冬、と季
節に色々なイベント
があり、四季を感じる
ことができる。

祭りや運動会など行
事がたくさんあるの
で、家族で楽しめる
ことが魅力です。

学
び
・
成
長

近所の人や、すれち
がう人と自然とあいさ
つをかわす習慣があ
り、子供も人見知りせ
ずあいさつできるよう
になった。

そらまめを利用して、
そこで出会ったママ
さんや友だちとの出
会いで、色々なこと
を学び吸収し、成長
に結びついている。

福岡から転居してき
たが、地域の皆さん
とのつながりがあり、
安心出来る。

自治会役員をし幅広
い年齢の方と交流を
持ち子供たちにも目
をかけてもらってい
て、子供自身も交流
をとても楽しんでいま
す。

地域活動が盛んなの
で、自ら積極的に参
加できた。

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

子供との散歩。家族
3人で公園に行く。

子どもとの散歩。そら
まめ、地区センター、
アスレチック公園、
ジャブ池…etc　色々
組み合わせられる。

毎夏、子供とプール
に通うこと。

若葉台を歩くと、必
ず知り合いに会い、
あいさつや会話をし
ます。

-

人
間
関
係

そらまめでたくさん友
達ができた。自分も
子供も良い刺激をも
らい励みになる。そら
まめが無かったら
もっと孤独な育児を
していたと思います。

そらまめを通してマ
マ友ができ、自分の
子どもが友だちと楽
しそうに遊んだり、自
分もママ友と話がで
きてリフレッシュでき
る。

子供を通じての知り
合いも多く良かった
と思う。

ボランティア活動に
参加し沢山のつなが
りができた。

自治会の活動を通し
て、性別や年齢を問
わず様々な方々と知
り合え、友達もできま
した。

平成28年　若葉台に住んで感じる魅力に関するアンケート調査（抜粋）
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